



























































































































































































































































しては，Calvini Opera Selecta (1926-52) が
その欠けを補ってくれた。さらには，







on Calvin Research が母体となり，世界各
国の学者が手分け・分担して編纂にあたっ
ている。編集方針は，先ず，原則として初
版を底本としそれ以降の版との異同を明ら
かにする。例外は『綱要』と聖書註解で，
この場合，最終版を底本としてそれ以前
の版との異同を記す。こうした textual-
critical apparatusの他に，文体，言語，歴
史的背景，人物，事件に関する註を施す。
直接的引用は可能な限りその出典を突き止
める。間接的引用の出典は重要と判断され
る場合に限り挙げる。カルヴァンの他の著
作との並行箇所・類似箇所を指摘する。さ
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らには歴史的・神学的解題と詳細な索引を
備えるという徹底ぶりである。1992年に
『ガラテヤ，ピリピ，エペソ，コロサイ書
註解』が，２年後に『第二コリント書註解』
が，さらに２年後に『ヘブル書註解』が出
版された。『ヨハネ伝註解』がこれに続く
予定である。完結の暁には，初の完全にし
て信頼しうる「カルヴァン全集」となるわ
けだが，いやはや半世紀やそこらで完結す
るや否や全くもっておぼつかない。
